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保守・点検について

このたびは、三協アルミの商品をお買い上げいただき、まことにありがとう

ございます。

この商品を正しく安全にご使用いただくために、この取り扱い説明書をよく

お読みください。





施錠については２通りの方法があります。
施錠方法【1】
　　①障子をしっかり閉めてからクレセント錠のレバーを上に上げます。
　　②ダイヤル部を上下方向どちらかに１回転以上回転させてください。
　　③クレセント錠のレバーを動かして、施錠されていることを確認してください。
施錠方法【2】
　　①障子をしっかり閉めてから、ダイヤル部を上下方向どちらかに１回転以上回転させてください。
　　②クレセント錠のレバーを上に上げます。
　　③クレセント錠のレバーを動かして、施錠されていることを確認してください。

図は施錠方法【1】の場合を示す。
（施錠方法【2】の場合は逆の手順
で行ってください）

【初期設定（出荷段階）の場合の解錠方法】

①ダイヤルを下方向へ回転させて、「6」（1回目合わせ番号）に合わせます。
②さらにダイヤルを下方向へ回転させて、「6」（２回目合わせ番号）に合わせます。
③ダイヤルを上方向へ回転させて、「1」（3回目合わせ番号）に合わせます。
　 この時点で解錠となり、レバーを動かすことが可能になります。
④レバーを下に下げて、障子を開けます。

解錠番号（3回目合わせ番号）の設定変更を行った場合は、3.ダイヤルの設定方法を参照ください。

①下方向へ

　「6」に合わせる

②さらに下方向へ

　もう一度「6」に合わせる

③上方向へ

　「1」に合わせる

④レバーを下げる



①クレセント錠を解錠し、レバーを下に下げた状態にします。
　※3ページ目の2)解錠方法を参照ください。
②ダイヤル側のキャップを取りはずします。（キャップ上端の溝に爪などを引っ掛けて取りはずします）
　※クレセントが解錠されていない状態（レバーが上がっている状態）ではキャップははずれません。
③ダイヤルをクレセント本体から引っ張りだします。
④ダイヤルを回転させて、設定したい解錠番号がクレセント本体正面から見える位置に合わせます。

⑤ダイヤルをクレセント本体へ押し込んで元にもどします。
⑥取りはずしたキャップを取り付けます。
 （キャップは下のツメを差し込んでから取り付けてください）

【合わせ番号 組み合わせ一覧表】

この時設定する解錠番号は３回目合わせ番号です。

設定した解錠番号に対応する組み合わせは下表の【合わせ番号組み合わせ一覧表】をご確認ください。

設定可能な組み合わせ

1回目合わせ番号

2回目合わせ番号

3回目合わせ番号
（設定する解錠番号）

初期
設定

⬇  6

⬇  6

⬆  1

⬇  7

⬇  7

⬆  2

⬇  8

⬇  8

⬆  3

⬇  1

⬇  1

⬆  4

⬇  2

⬇  2

⬆  5

⬇  3

⬇  3

⬆  6

⬇  4

⬇  4

⬆  7

⬇  5

⬇  5

⬆  8

【番号メモ欄】

⬇

⬇

⬆

⬇

⬇

⬆

⬇

⬇

⬆

①解錠状態にする ③ダイヤルを引っ張り出す

④解錠番号を設定

②キャップを外す

⑥キャップを取り付ける⑤ダイヤルを押し込む

この位置に
番号を合わせる



５.保守・点検について

・以上の処置をしても直らなかったり原因が見あたらない場合は、ご自分で分解や修理を
 なさらず、必ずご購入された建築会社様、工務店様、または販売店様、または三協アルミ
 お客様相談室に修理をご依頼ください。

ご使用中に色々な不具合が発生することがあります。そのままにしておきますと、人身
事故や物損事故などの原因になるおそれがあります。次のような不具合がないかどうか、
お手入れの時などを利用して点検してください。

長期間、清掃しないままにしておきますと、表面に付着した汚れは、しみや腐食の原因となります。汚れが軽い

うちに清掃してください。清掃の目安は、少なくとも年に1～2回程度です。特に海岸地帯や交通量の多い道路

沿いは、塩分や排気ガスによる汚損が進みやすいので、こまめにお手入れしてください。

清掃について

汚れは、柔らかな布、スポンジ※1などで水洗いにより、洗い落としてください。

金属たわしなどでこすると、表面にキズがつき腐食のもとになりますので、使用

しないでください。

水洗いで取れない汚れなどは、台所用合成洗剤(液性‥中性)で洗い落としてください。

※1 スポンジを使用する場合は、スポンジの取り扱い説明書をご確認ください。

※2 洗剤を使用する場合は、洗剤の取り扱い説明書をご確認ください。

有機溶剤を含むガラスクリーナー、便器やタイル用の酸性洗浄剤やアルカリ

性洗浄剤は、表面を侵し腐食のもとになりますので、使用しないでください。

清掃時、数字あわせ錠や電装部品に直接ホースで水をかけないでください。

照明・インターホン部に水が入ると故障の原因となるおそれがあります。

サンドペーパーやワイヤーブラシなどを使わないでください。

商品にキズがつき、しみや腐食の原因になります。

修理または交換が必要です。建築会社
様、工事店様、または販売店様に修理
依頼してください。

※2



■お客様メモ（おぼえのため記入しておくと便利です）

商 　 　 品 　 　 名

お 買 い 上 げ 日

購 　 　 入 　 　 先

販 　 　 売 　 　 店

お近くの当社支店・営業所

そ 　 　 の 　 　 他

　　　　　　　　　　年　　　　　　　　　　月　　　　　　　　　　日

　　　　　　　　　　　　　　　TEL（　　　　　）　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　TEL（　　　　　）　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　TEL（　　　　　）　　　　　－

●商品の修理依頼、部品交換などについては、まずご購入された建築会社様、工事店様、

　販売店様、または三協アルミお客様相談室にご相談ください。商品についてのお問い合

　わせはお近くの当社支店営業所、または三協アルミお客様相談室へご連絡ください。

連絡先（サービスネットワーク）については、巻末に掲載してあります。
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